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舞鶴、良い。

# ヅルいい舞鶴  # 北陸新幹線誘致
# 子育ては中総へ # 新・西消防署庁舎 

今月の内容
2㌻　舞鶴の未来を切りひらく！

新
幹
線
を

舞
鶴
に

サポーター
募集中！

※イラストはイメージです
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子育てのことな子育てのことならら
     　      　 「「中中

な か そ うな か そ う

総総」へ」へ

5月7日から中総合会館へ移動する業務

Q．中総合会館ってどこにあるの？

Q
A

&

Q．全ての子育て関連の手続きが中総

合会館でできるの？

5月 7日以降、子育てに関する手続きや
相談は「中総合会館」へお越しください。
ただし、小・中学校の入学・転校など学
校教育に関する手続きは、これまで通り
市役所本庁です。ご注意ください。

　5月 7日から「子育て応援課」と「乳幼児教育推進課」が市役所
本庁から移転します。これにより「こども家庭しあわせ課」をはじめ
とする子育てに関する窓口が『中総合会館』に集まり、これまでは別々
の場所で行っていた手続きや相談が１カ所でできるようになります。
　また、今後はオンライン申請などもさらに拡大し、子育て世帯を
全力でサポートしていきます。�
　　《子育て応援課、こども家庭しあわせ課、乳幼児教育推進課》

5/7（木）
　から

現在（5/1 ㈮まで） 担当 主な業務 5/7以降の手続き場所

子育て応援課
本庁別館 1階

こども福祉係
（☎ 66・1094）

児童手当

中総合会館 2階

ひとり親家庭支援（児童扶養手当・生活支援）
障害を持つ子どもへの手当
障害者手帳の申請・交付
日常生活用具や補装具、自立支援医療の助成
有料道路の通行料金の割引
療育・通所サービスの利用
福祉医療に関する申請や手続き（子育て支援医療など）
※本庁・西支所でも手続きが可能

子育て支援係
（☎ 66・1008）

放課後児童クラブ（相談のみ） 中総合会館 3階子ども・若者の居場所づくりに関すること
乳幼児教育推進課
本庁別館 4階

入園入所係
（☎ 66・1009） 保育所・認定こども園などの入園入所 中総合会館 3階

3 階

2 階

詳しくはホーム
ページでご確認を。

フロア
マップ

中総合会館
所在地：舞鶴市字余部下1167

※こども家庭しあわせ課をはじめ、現在、中総合会館で行っている業務に変更はありません
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北陸新幹線「舞鶴誘致」実現に向けた挑戦

『期待』を『力』に。サポーター登録で応援の輪を広げよう！

　いま、舞鶴の未来を変える大きな転機が訪れています。
北陸新幹線「敦賀～新大阪」間のルート再検討という重

要な局面を迎え、市民・経済界・行政が「オール舞鶴」で
結束し、誘致活動を再始動しました。　　 《企画政策課》

誘致の実現には、まち全体で新幹線を呼び込む
強い結束が必要です。個人でも団体でも登録できま
す。費用は一切かかりません。サポーターに登録す
ると、誘致活動に関連したイベントの開催情報や活
動状況をお知らせします。

【活動内容】今後開催する誘致に向けたイベントなど
への参加や情報発信への協力 など

【登録方法】申し込みフォームで。右コードか
らアクセス可。

安全保障・海上保安の拠点強化
海上自衛隊舞鶴地方総監部や第八管区海上保安

本部が所在する日本海側の海の守りの拠点として、
有事の際の輸送能力を高め、安全保障を強化します。

エネルギー供給の安定

物流・交流ハブ（拠点）の形成
重要港湾である京都舞鶴港と新幹線が結節する

ことで、物流・交流の拠点として各機関と連携し「日
本海のゲートウェイ」の機能を向上させます。

日本海国土軸の形成とリダンダンシーの確保

舞鶴の未来を切りひらく！舞鶴の未来を切りひらく！

　新幹線の誘致は、交通利便性の向上や交流人口
の拡大、観光の柱となります。
　さらには、経済の活性化による新たな企業立地や

ビジネスチャンスの創出につながり、未来ある若者
の可能性をひらき、地域の発展と活力を支える基盤
となります。

オール舞鶴で新幹線の舞鶴誘致を盛り上げよう！
～北陸新幹線舞鶴誘致促進会議設立総会と記念講演会を開催します～

【申し込み方法】当日までに申し込みフォーム
で。右コードからアクセス可。

【日時】4月29日㈷13時30分から
【場所】商工観光センター

将来的に山陰新幹線との結節点となり、南海トラ
フなどの災害発生時において、太平洋側の機能が停
止した際の代替手段となります。

関西経済圏を支えるエネルギー拠点が集積する
舞鶴周辺への強固な交通軸の整備は、日本の経済を
支えるライフラインを守ることにつながります。

舞鶴にさらなる活力を

舞鶴の４つの優位性

活動は『応援する気持ち』から！登録だけでもOKです



に
よ
り
多
様
化
す
る
災
害
に

対
し
て
も
、
迅
速
な
対
応
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

❖
津
波
・
大
規
模
風
水
害
対
策
車

　

由
良
川
に
近
い
西
地
域
の

特
性
に
合
わ
せ
、
新
た
に
「
津

波
・
大
規
模
風
水
害
対
策
車
」

を
配
置
し
ま
し
た
。

❖
25
㍍
級
は
し
ご
車

　

綾
部
市
と
共
同
運
用
す
る

大
型
の
は
し
ご
車
を
配
置
し
ま

し
た
。
綾
部
市
に
近
接
す
る
西

地
域
の
立
地
を
生
か
し
、
自
治

体
の
枠
を
越
え
た
広
域
連
携

体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

❖
３
日
分
の
燃
料
備
蓄

　

大
規
模
災
害
に
よ
る
停
電

時
で
も
機
能
を
維
持
で
き
る

よ
う
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
備
蓄
体
制

を
強
化
し
ま
し
た
。
自
家
発
電

設
備
を
整
え
た
ほ
か
、
東
消
防

署
は
「
Ｌ
P
Ｇ
（
液
化
石
油
ガ

ス
）」、
西
消
防
署
は
「
軽
油
」

と
異
な
る
燃
料
を
そ
れ
ぞ
れ

令和6年度から行っていた舞鶴市西消防署の移転工事が完了し、2月21日より
供用を開始しました。水害の多い西地域の特性に合わせ、最新設備の導入と
広域連携を備えた「災害に強いまちづくり」の拠点施設として、これからも地
域の皆さんの安全安心をより一層守り続けていきます。　　　　《消防本部》

「   ・西消防署」供用を開始！「   ・西消防署」供用を開始！

新
庁
舎
の
特
徴

迅
速
な
救
助
体
制
を
構
築

大
規
模
災
害
な
ど
の

　
　
　
停
電
時
に
対
応

地
域
特
性
に
応
じ
た

　
　
　
　
車
両
を
配
置

配置している消防車両

❖
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
新
規
整
備　
　
　
　
　
　

　

敷
地
内
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

広
域
的
な
救
助
活
動
や
緊
急

搬
送
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
ま
し
た
。

❖
特
殊
消
防
車
両
の
配
置

　

大
型
の
特
殊
消
防
車
両
を

配
置
・
運
用
が
可
能
な
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
ま
し
た
。
こ
れ

　

新
庁
舎
で
は
、
多
様
化
す
る

災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た

な
設
備
を
導
入
し
、
防
災
機
能

を
強
化
し
ま
し
た
。

防
団
も
訓
練
の
場
と
し
て
利

用
で
き
、
地
域
全
体
の
防
災
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

約
３
日
分
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

備
蓄
す
る
燃
料
の
種
類
を
分

散
さ
せ
る
こ
と
で
、
不
測
の
事

態
に
お
い
て
も
両
署
が
同
時
に

機
能
を
失
う
リ
ス
ク
を
回
避

し
、消
防
機
能
を
維
持
し
ま
す
。

❖
訓
練
施
設
を
新
設

　
一
般
住
宅
を
模
し
た
「
街
区

訓
練
施
設
」
を
新
た
に
設
置
。

「
実
際
の
現
場
」
に
近
い
状
況

で
の
消
火
や
救
出
訓
練
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
消

新新

　新しい西消防署は、京都府内の消防庁舎および
舞鶴市の公共施設では初となる「ZEB Ready」認証
を受けた庁舎です。高断熱性や省エネ設備の導入
により、消費電力を抑えるとともに、太陽光発電に
よる創エネ（エネルギー創出）を組み合わせることで、
基準となる平成 25 年に比べて 50 ㌫以上の節電を
実現します。環境に優しい設計の庁舎で節電と脱炭
素化を同時に進めていきます。

府内消防庁舎初！
舞鶴市内の公共施設初

環境にも優しい
Z

ゼ ブ

EB R
レ デ ィ

eady 庁舎

エコ庁舎

訓練施設として使用可能

地
域
防
災
力
の
向
上

　3 月 22 日、舞鶴市西消防署の開庁式を
実施しました。関係者約 80 人が出席し、
式辞や工事の経過報告、来賓祝辞に続き、
テープカットで新たな門出を祝いました。
　式典後は、消防隊員による訓練を披露
し、最後に庁舎説明を兼ねた見学会を実
施しました。

3/22

西消防署に配置の水陸両用バギー

テープカット
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【
普
通
自
動
車
税
】普
通
自
動
車
税
の
納

期
限
は
６
月
１
日
。

▼
詳
し
く
は
中
丹
広
域
振
興
局
税
務
課

（
☎
62
・
２
５
０
２
）へ
。

　

所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
と
市
内
の

他
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が
比
較
で

き
る「
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
」を
縦
覧
で

き
ま
す
。

【
期
間
】４
月
30
日
㈭
ま
で
の
平
日
９
時

～
16
時
30
分

【
場
所
】税
務
課（
市
役
所
本
館
２
階
）

【
対
象
】固
定
資
産
税（
土
地
・
家
屋
）の
納

税
者
本
人
か
委
任
状
を
持
っ
た
代
理
人

《
課
税
台
帳
の
閲
覧
》

　

土
地
や
家
屋
な
ど
の
所
有
者
、そ
の
代

理
人
、借
地
・
借
家
人
は
土
地
や
家
屋
な

ど
の
課
税
台
帳
を
随
時
閲
覧
で
き
ま
す
。

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
が
必
要
。
代
理
人
は
委
任
状
、借
地
・

借
家
人
は
契
約
書
な
ど
の
書
類
が
必
要
。

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
66
・
１
０
２
７
）

へ
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
買
い
物
や
食
事
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、通
院
な
ど
の
外
出

を
支
援
す
る
令
和
８
年
度
の
乗
車
票
を

�
介
護
用
品
支
給
チ
ケ
ッ
ト
申
請
書

【
内
容
】令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
で
、介

護
保
険
で
要
介
護
４
か
５
と
認
定
さ
れ

た
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
65
歳
以
上
の

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、介

護
用
品
が
購
入
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
を
支

給
し
ま
す
。
４
月
中
旬
に
、支
給
申
請
書

を
発
送
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１

０
１
３
）へ
。

�
令
和
８
年
度
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

【
内
容
】市
内
に
土
地
や
家
屋
な
ど
を
所
有

し
て
い
る
人
へ
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま

す
。第
１
期
分
の
納
期
限
は
４
月
30
日
㈭
。

課
税
内
容
は
同
封
の
課
税
明
細
で
確
認
を
。

▼
詳
し
く
は
税
務
課（
☎
66
・
１
０
２
７
）

へ
。

�
令
和
８
年
度
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

【
軽
自
動
車
税
】５
月
中
旬
に
原
動
機
付

自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
の
軽
自
動
車

税
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
納
期
限

は
６
月
１
日
㈪
。
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
に
は
減
免

制
度
あ
り
。
申
請
は
６
月
１
日
ま
で
。

▼
詳
し
く
は
税
務
課（
☎
66
・
１
０
２
６
）

へ
。

販
売
。

【
販
売
期
間
】来
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

【
販
売
場
所
】高
齢
者
支
援
課
、西
支
所
、

加
佐
分
室

【
対
象
】市
内
在
住
の
75
歳
以
上

【
使
用
期
限
】来
年
３
月
31
日
ま
で（
使
用

期
間
が
年
度
内
限
り
に
変
更
と
な
り
ま

す
）

【
注
意
事
項
】使
用
期
限
切
れ
、紛
失
な
ど

に
よ
る
再
発
行
や
払
い
戻
し
は
不
可
。
購

入
時
は
生
年
月
日
の
分
か
る
も
の（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）を
持
参
し
て
く

だ
さ
い（
代
理
購
入
可
）。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・

1
0
1
２
）へ
。

暮
ら
し
の
情
報

青少年善行表彰式を開催

　2 月 20 日、青少年の素晴らしい行いを称
え、成長を応援するため、社会や教育、文化
などの分野で特に素晴らしい行いをした青少
年を表彰しました。
�表彰団体
舞鶴高専学生グループ…市民を対象とした防
災啓発活動　　　　　　　　《子育て応援課》

　

高
等
学
校
や
大
学
、専
修
学
校
専
門
課

程
な
ど
に
進
学
し
て
い
る
人
で
、経
済
的

に
修
学
が
困
難
な
場
合
に
育
英
資
金
を

支
給
し
ま
す
。

【
内
容
】新
１
年
生
の
み
入
学
支
度
金（
高

等
学
校
は
通
学
費
補
助
金
や
奨
学
金
、修

学
支
援
金
も
支
給
）

【
対
象
】令
和
８
年
度
市
民
税
非
課
税
世

帯（
通
学
費
補
助
金
、大
学
や
専
修
学
校

専
門
課
程
な
ど
の
入
学
支
度
金
は
低
所

得
世
帯
も
対
象
。
低
所
得
の
基
準
は
、世

帯
の
人
数
に
よ
り
異
な
る
）

【
申
し
込
み
方
法
】６
月
30
日
㈫（
高
等
学

校
な
ど
は
10
月
30
日
㈮
）ま
で
に
、申
請

書
類（
学
校
教
育
課
、西
支
所
、加
佐
分
室

に
備
え
付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
課
へ
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、学
校
教
育
課（
☎
66
・
１

０
７
２
）へ
。

【
募
集
期
間
】11
月
27
日
㈮
ま
で（
予
算
額

に
達
し
次
第
終
了
）

  路線バス（京都交通バス、自主運行バス）
 ❖市内運行のバスに１回200円で乗車できる乗車票
 ❖１冊５枚つづりを1,000円で販売
 ❖年度内に10冊まで購入可
 京都丹後鉄道
❖西舞鶴駅～丹後神崎駅間を１回200円で乗車できる乗車票
❖１冊５枚つづりを1,000円で販売
❖年度内に10冊まで購入可
 タクシー
❖市内移動で、１乗車の運賃が1,000円以上の場合に利用
　できる乗車票
❖１冊５枚つづり5,000円分を2,500円で販売
❖年度内に５冊まで購入可

【
対
象
】市
内
に
住
民
票
が
あ
る
か
、市
内

に
転
居
予
定
で
、次
の
全
て
に
該
当
す
る

世
帯
❖
子
ど
も
が
１
人
以
上
い
る
❖
子
ど

も
の
親
権
者
の
所
得
の
合
算
額
が
５
５

０
万
円
未
満
❖
申
請
者
を
含
む
子
ど
も
の

親
権
者
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
❖
市

内
に
本
社（
本
店
）が
あ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
業

者
に
工
事
を
依
頼
す
る

【
対
象
経
費
】子
育
て
世
帯
が
子
育
て
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
、来
年
３
月
１
日
㈪
ま

で
に
完
了
す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
費
用

で
20
万
円
以
上
と
な
る
も
の

【
補
助
額
】補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

と
補
助
限
度
額
を
比
較
し
少
な
い
額（
千

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

【
補
助
限
度
額
】❖
１
子
世
帯
…
10
万
円

❖
２
子
世
帯
…
20
万
円
❖
３
子
以
上
世

帯
…
30
万
円

※
新
た
に
三
世
代
同
居
や
近
居（
直
線
距

離
２
㌔
以
内
に
居
住
）と
な
る
場
合
は

補
助
額
に
５
０
，０
０
０
円
加
算

▼
詳
し
く
は
、子
育
て
応
援
課（
☎
66
・
１

０
０
８
）へ
。

�
介
護
職
員
初
任
者
研
修

【
対
象
】市
内
在
住
か
市
内
高
齢
者
・
障

害
者
施
設
で
介
護
な
ど
の
仕
事
に
従
事

し
、市
税
に
滞
納
が
な
い
人

�
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

【
対
象
】市
内
の
高
齢
者
・
障
害
者
施
設

で
介
護
な
ど
の
仕
事
に
従
事
し
、市
税
に

滞
納
が
な
い
人

《
共
通
》【
内
容
】受
講
料
の
3
分
の
2
を

助
成（
上
限
8
万
円
、千
円
未
満
切
り
捨

て
）。
教
育
訓
練
給
付
金
な
ど
と
の
併
給

調
整
あ
り

【
申
し
込
み
方
法
】受
講
終
了
後
1
カ
月

以
内
に
所
定
の
用
紙
で
。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・

１
０
１
３
）、障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課

（
☎
66
・
１
０
３
３
）へ
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、高
校
１
年
生

ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
し
ま
す
。

【
支
給
額
】❖
奨
学
金
…
１
１
，０
０
０
円

（
乳
幼
児
）、２
１
，５
０
０
円（
小
学
生
）、

４
３
，０
０
０
円（
中
学
生
）（
年
度
途
中

に
対
象
要
件
を
喪
失
し
た
場
合
、支
給
額

の
返
還
あ
り
）❖
高
等
学
校
入
学
支
度
金

…
４
５
，０
０
０
円（
高
校
入
学
時
の
み
、

他
の
奨
学
金
な
ど
と
併
給
調
整
あ
り
）

【
申
し
込
み
方
法
】５
月
29
日
㈮
ま
で
に

子
育
て
応
援
課（
☎
66
・
１
０
９
４
）へ
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】中
丹
東
保
健
所（
☎

75
・
０
８
５
６
）

市
か
ら
の
通
知
・
発
送

固
定
資
産
価
格
な
ど
の
縦
覧

４
月
30
日
ま
で

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
外
出
を
支
援

育
英
資
金
を
支
給

子
育
て
の
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を

補
助

「
ま
い
づ
る
福
祉
人
材
未
来
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」

介
護
従
事
者
の
研
修
に
助
成

市の人口と世帯数
人口  73,360人（‐101人）　世帯  33,462世帯（‐42世帯）
男  36,807人（‐62人）　女  36,553人（‐39人）

【
有
料
広
告
】

※1 令和2年国勢調査の集計結果に基づく令和8年3月1日現在の推計人口
※2 令和7年国勢調査の確定値が公表されるまでは参考値となります

ひ
と
り
親
家
庭
奨
学
金
な
ど
の
支
給

7 6
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こども・若者の居場所づくり支援事業補助金

　次の事業に対し、その経費の一部を補助しま
す。
�交流・体験活動支援事業
　子ども・若者に対し、多様な交流や体験の機
会を提供する事業（営利目的と学校行事を除く）。

【補助率】対象経費の 2 分の 1（上限額 30 万円）
�こども・若者まんなか活動支援事業
　子ども・若者が主体となり、多様な交流や体験

の機会を自らつくる事業（営利目的と学校行事を
除く）。

【補助率】対象経費の 4 分の 3（上限額 10 万円）
《共通》【申し込み方法】5 月 29 日㈮までに所定
の用紙（市ホームページにも掲載）に必要事項
を記入し、子育て応援課（☎ 66・1008）へ。詳
細は、市ホームページで。右コードから
アクセス可。

越
し
の
費
用
を
最
大
で
60
万
円
補
助（
予

算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）。
支
給
額
や

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
。

【
対
象
】令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
来
年

３
月
31
日
㈬
に
婚
姻
届
を
提
出
し
た
世

帯
で
、婚
姻
届
を
提
出
し
た
時
点
で
夫
婦

と
も
に
39
歳
以
下
で
あ
り
、次
の「
要
件

1
」「
要
件
２
」の
両
方
を
満
た
す
世
帯

「
要
件
１
」…
次
の
全
て
を
満
た
す
世
帯

❖
夫
婦
と
も
に
住
所
が
舞
鶴
市
内
に
あ

る
❖
夫
婦
の
前
年
の
所
得
を
合
算
し
た

額
が
５
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
で
あ
る

❖
夫
婦
と
も
に
市
税
や
府
税
の
滞
納
が

な
い
❖
夫
婦
と
も
に
過
去
に
同
種
の
助

成
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

「
要
件
２
」…
次
の
い
ず
れ
か
を
夫
婦

で
行
う
❖
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支
援
講
座

❖
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
関
す

る
講
座
❖
医
療
機
関
で
の
妊
娠
・
出
産

に
関
す
る
相
談
❖
共
家
事
・
共
育
て
講

座▼
詳
し
く
は
、ふ
る
さ
と
応
援
課（
☎
66
・

１
０
８
５
）へ
。

　

子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
、全
て
の
子

育
て
家
庭
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
的
に
、昨
年
10
月
か
ら「
こ
ど
も
誰

　

市
民
が
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を

創
出
し
、地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
の
事
業
に
補
助
。
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
内
容
】来
年
３
月
31
日
㈬
ま
で
に
実
施

さ
れ
る
次
の
事
業
❖
ま
い
づ
る
文
化
の

魅
力
発
信
部
門
…
舞
台
芸
術
・
美
術
工

芸
分
野
な
ど
の
上
演
、展
覧
会
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど（
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
1
、上
限
額
20
万
円
）❖
ま
い
づ
る
文

化
力
向
上
部
門
…
文
化
芸
術
活
動
で
の

技
術
的
課
題
や
活
動
の
質
の
向
上
な
ど

課
題
解
決
を
目
的
と
し
た
研
修
会
、講
座
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど（
補
助
対
象
経
費

の
２
分
の
1
、上
限
額
15
万
円
）

【
対
象
】市
内
の
自
治
会
や
団
体
な
ど（
条

件
あ
り
）

【
申
し
込
み
方
法
】４
月
30
日
㈭
ま
で
に

必
要
書
類（
文
化
・
国
際
課（
☎
66
・
１

０
１
９
）に
備
え
付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、同
課
へ
。

　

新
婚
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、住
宅
の
購
入
や
賃
借
、引
っ

で
も
通
園
制
度
」の
試
行
実
施
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
利
用
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
、

４
月
か
ら
実
施
す
る
園
を
増
や
し
、本
格

運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

利
用
方
法
や
実
施
し
て
い
る
園
、
利

用
時
間
、利
用
料
金
な
ど
の
詳
細
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
対
象
】６
カ
月
～
満
３
歳
未
満
児
で
保

育
所
な
ど
に
在
籍
し
て
い
な
い
子
ど
も

▼
詳
し
く
は
、乳
幼
児
教
育
推
進
課（
☎

66
・
１
０
０
９
）へ
。

　

文
化
公
園
体
育
館
の
剣
道
場
・
柔
道

場
・
レ
ス
リ
ン
グ
場
へ
の
空
調
設
備
の

整
備
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。４
月
か
ら

供
用
を
開
始
し
、猛
暑
下
や
寒
い
冬
場
で

も
よ
り
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
利
用
開
始
日
】４
月
１
日
㈬
か
ら

【
料
金
】各
室
１
時
間
あ
た
り
５
０
０
円

（
冷
・
暖
房
共
通
）

【
申
し
込
み
方
法
】利
用
す
る
当
日
に
同

園
体
育
館
の
窓
口
で
。

▼
詳
し
く
は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
66
・

１
０
５
８
）へ
。

　

貸
館
を
行
う
公
共
施
設
で
は
、こ
れ
ま

で
使
用
料
の
支
払
い
は
現
金
の
み
で
し

た
が
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
も
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
各
施
設
へ
連
絡
を
。
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

　

こ
れ
ま
で
施
設
ご
と
に
行
っ
て
い
た

施
設
の
点
検
や
修
繕
を
、一
事
業
者
で
ま

と
め
て
行
う「
包
括
管
理
業
務
委
託
」を

導
入
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、各
施
設
の

一
元
的
な
管
理
が
可
能
と
な
り「
効
率
的

か
つ
持
続
可
能
な
維
持
管
理
」が
実
現
し

ま
す
。
今
後
も
、皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心

に
利
用
で
き
、大
切
な
施
設
を
次
世
代
に

つ
な
い
で
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

課（
☎
66
・
１
０
４
５
）へ
。

　

４
月
４
日
㈯
に
京
都
交
通
バ
ス
の
ダ

イ
ヤ
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
詳
細

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
改
正
内
容
】

❖
常
・
溝
尻
循
環
線
、田
井
・
野
原
線
の

一
部
の
便
で
運
行
時
刻
の
変
更
❖
市
場

循
環
線（
最
終
便
）、三
浜
線（
17
時
50
分

東
舞
鶴
駅
前
発
）の
便
で
、運
行
の
効
率

化
を
行
う
た
め
利
用
実
態
に
応
じ
た
便

数
の
削
減　
　
　
　
　
　
《
企
画
政
策
課
》

　

舞
鶴
市
環
境
基
本
計
画
の
基
本
目
標
に

掲
げ
て
い
る「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」「
循

環
型
社
会
の
確
立
」「
自
然
と
の
共
生
社
会

の
確
立
」「
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
」に

向
け
た
取
り
組
み
の
進
捗ち

ょ
く

状
況
の
ほ
か
、

大
気
や
水
質
、ご
み
な
ど
舞
鶴
市
の
環
境

の
現
状
な
ど
を
紹
介
す
る「
舞
鶴
の
環
境 

令
和
７
年
度
版
環
境
白
書
～
舞
鶴
市
環
境

基
本
計
画
年
次
報
告
書
～
」を
作
成
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66
・
１

０
６
４
）へ
。

　

引
揚
記
念
館
の
入
館
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
施
設
の
有
効
活
用
を
目
的
に
、喫

茶
・
売
店
コ
ー
ナ
ー
で
の
営
業
店
舗
の

文
化
・
芸
術
活
動
に
補
助

新
婚
世
帯
に
補
助

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
本
格
実
施

公
共
施
設（
貸
館
）で
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
導
入

市
の
施
設
の
包
括
管
理
業
務
委
託
を

導
入

「
舞
鶴
の
環
境 

令
和
７
年
度
版
環
境

白
書
」を
作
成

運
営
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
募
集
期
間
】４
月
30
日
㈭
ま
で

【
募
集
店
舗
数
】１
店
舗

▼
詳
し
く
は
、引
揚
記
念
館（
☎
68
・
０

８
３
６
）へ
。

　

舞
鶴
市
内
で
今
年
に
入
り
、２
カ
月
で

既
に
７
件
の
火
災
が
発
生
し
、そ
の
う
ち

建
物
火
災
が
４
件
と
半
数
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
や
消
火
器
を
設
置
す
る
な
ど
、火
災

予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、消
防
本
部（
☎
66
・
０
１

１
９
）へ
。

引
揚
記
念
館
内
喫
茶
・
売
店
コ
ー
ナ
ー

営
業
店
舗
の
運
営
事
業
者
の
募
集

西舞鶴駅西口駅前広場の利用
　昨年 11 月、新たに西舞鶴駅西口駅前
広場が完成しました。皆さんの活動や
ステージの場として活用してください。
詳細は市ホームページで。右コ
ードからアクセス可。

【使用例】地域の祭りやイベント、音楽
活動、フリーマーケット、マルシェなど

【使用料】原則有料
　　　　　　　　　  　　《都市計画課》

【
有
料
広
告
】

昨年10月に実施した健康づくりイベントの様子

文
化
公
園
体
育
館
の
剣
道
場
な
ど
３
室

に
空
調
設
備
を
導
入

京
都
交
通
バ
ス  

ダ
イ
ヤ
改
正

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

ご
注
意
を
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※ 1
※ 2
※ 3

平日の８時 30 分～ 16 時 30 分に専用番号（☎ 64・5953）へ
持ち込み時間は８時 30 分～ 16 時
4 月 28 日・30 日、5 月 1 日にリサイクルプラザ（☎ 64・7222）に事前予約した人のみ受け入れ可

連休中のごみ・し尿の収集

日付
収集ごみ 粗大ごみの戸別

収集申込受付
※ 1

ごみの
持ち込み※ 2 し尿の収集

古紙拠点回
収ボックス

可燃 不燃 清掃
事務所

リサイクル
プラザ

舞鶴
厚生㈱

舞鶴保健
興業㈲ ㈱アクア

4
月

28 日㈫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 日㈷ ○ 休 休 ○ 休 休 休 休 ○

30 日㈭ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５
月

１日㈮ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○ ○

２日㈯ ○ 休 休 ○ ○※3 休 休 ○ ○

３日㈷ 休 休 休 ○ 休 休 休 休 ○

４日㈷ 休 ○ 休 ○ ○ 休 休 休 ○

５日㈷ 休 ○ 休 ○ ○ 休 休 休 ○

６日㈷ 休 ○ 休 ○ ○ 休 休 休 ○

7 日㈭ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

物価高騰対策
第2弾

　長引くエネルギー価格や原材料費などの高
騰が、経営などに大きな影響を及ぼしています。
こうした厳しい経済状況に対応するため、事

業継続や負担軽減などを目的に新たな支援を
実施します。詳細は市ホームページで。
右コードからアクセス可。

～事業者などへの支援～

�全ての事業者への支援金給付
　従業員数に応じて 5 ～ 20 万円の範囲で給付
※医療・福祉など、全ての業種・業態が対象
（1次産業を除く）

�農林水産業事業者への支援
　1 次産業事業者へ給付金の支給や水産業
事業者への経営支援のための補助

�中小企業者への支援
　省エネ機器の導入や生産性向上に取り組
む中小企業を支援

�配食サービス事業者への支援
　配食サービス事業者に対して、配送にか
かる費用を補助

�交通事業者への支援
　公共交通を維持するため、市内路線バス
事業者などへ奨励金を交付

�給食費の保護者負担への支援
　3 歳以上の就学前児童（保育所など）の
給食費の負担を軽減

�親元を離れて暮らす市外在住学生への支援
　生活支援と郷土愛の醸成のため、ふるさ
と産品（1 万円相当）を送付

　舞鶴市の「赤れんが」を活用したまち
づくりをけん引してきた赤煉瓦倶楽部舞鶴が本年3月
末で解散となり、懇親会が開催されました。発足か
ら35年にわたり、
同倶楽部が築い
た功績と財産は、
地域の宝として次
世代へ継承してい
きます。M

O
V

E
 O

N
! M

A
IZ

U
R

U
!

解散懇親会を開催
■赤煉

れ ん が く ら ぶ
瓦倶楽部舞鶴が35年の歴史に幕

2
21

TOPIC 1

市長からのメッセージ

　舞鶴市の近代化遺
産活

用の礎を築かれた赤
煉瓦

倶楽部が節目を迎え
、護衛艦や太刀振

りなど、歴史と伝統
の継承を再確認し

た月でした。同時に
高専の活動や対話

集会など、未来への
一歩も着実に始動

しています。新年度
もよろしくお願い

します。

市政の話題を紹介！

　国内3隻目のイージス艦として舞鶴に配備されて以
来、長年にわたり国防の最前線で活躍し続けてきた護
衛艦「みょうこう」が、今年で就役30周年を迎えました。
海上自衛隊は国防や災害対応という重要任務を担う傍
ら、艦艇の一般公開や海自カレーの取り組みなどを通
じて、地域のにぎわいづくりにも貢献いただいています。
今後も海上自衛
隊と連携を強固
にして、まちづく
りを進めていき
ます。

護衛艦「みょうこう」
就役30周年祝賀会

■共に築く舞鶴の未来

2
21

TOPIC 2

2
25

TOPIC 4

　舞鶴市と舞鶴高専は、東舞鶴のまちなかにキャン
パス機能を誘導し、舞鶴高専を軸としたまちづくりを
進める「舞鶴まちなか高専構想」の検討を始めます。
これは、地域再生を担う理系人材の育成や子ども達
がものづくりに触れる機会の拡大、若者の交流によ
るにぎわいの創出を目指すものです。両者が連携し、
地域と共に未来
に希望がもてる
活力あるまちづく
りを進めていき
ます。

「舞鶴まちなか高専構想」に
関する覚書締結式

■知の拠点をまちなかへ

　行政と市民団体による「情報発信」をテー
マにした対話集会を開催しました。議論を進める中で、
広い周知には、参加者とのつながりや組織の枠を超え
た「横のつながり」
が重要との認識
を共有。今後は、
連携をさらに強め
「伝わる」情報発
信を目指します。

市民との対話集会
■つながりを大切に、伝わる情報発信を

2
25

TOPIC 3

　上七軒歌舞練場（京都市）に府内各地の民俗芸能保
存団体が集まり「紡ぐ」をテーマに民俗芸能大会を開
催。舞鶴市からは
平地区の太刀振り
が出演し、勇まし
くも美しい演舞で、
観衆を大いに魅了
しました。

新・民俗芸能大会 
京のかがやき2026

■平地区の太
た ち ふ

刀振りが観衆を魅了

2
28

TOPIC 5
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吉原地区、舞鶴初の
伝統的建造物群
保存地区に決定

　江戸時代から続く舞鶴の「猟師町」吉原地区。その
町並みは、歴史的価値が高く評価されています。舞鶴
市では、4月1日、この貴重な歴史的景観を次世代に
継承するため、初の伝統的建造物群保存地区に決定
しました。引き続き地域住民の皆さんと一丸となり、
令和8年度中の国の重要伝統的建造物群保存地区へ
の選定を目指し、取り組みを進めていきます。  　　
　　　　　　　                     《歴史文化まちづくり課》

吉原の景観と住民の暮らしを守るために
今後の取り組み

これから目指す
重要伝統的建造物群

保存地区とは

　伝統的建造物群保存地区への決定に伴い、4月1日から保存地区内で建
物の新築・増改築・除却や外観を変更する工事を行う場合は、事前に市へ
の届け出が必要となります。
▶詳しくは、歴史文化まちづくり課(☎66・1063)へ。

　歴史的な町並みを形づくる
建造物群で価値が高いものと
して、市町村が定める伝統的
建造物群保存地区。そのうち、
特に価値が高いものを市町村
の申し出に基づき、国が選定
するものです。

吉原地区を知る・楽しむ
　保存地区の拠点となる「旧鳥路邸」を整備し、地元住民による運営がス
タートしました。また、景観を守る活動をしている地元実行委員会の
Instagramや市のホームページなどで魅力を発信しています。詳
細は市ホームページで確認を。右コードからアクセス可。

届け出の
必要な

範囲

旧鳥路邸 吉原入江

令和8年度

組織改編と人事異動
　舞鶴市では「未来に希望がもてる活力あるまち・舞鶴」
の実現に向け、4 月 1 日付けで組織改編と人事異動を
行いました。
　今回の改編では組織の果たす役割を見直し、事業
間の連携を強めることで、これまで積み上げてきた取
り組みをさらに加速させます。同時に「挑戦をたたえ、
支え合う」組織風土を築き、時代の変化を恐れず未来
を見据えた市政運営を進めていきます。

組織改編

　正職員 772 人のうち、198 人が異動しました。
令和 7 年度の退職者は 36 人、令和 8 年度の
採用者（令和 7 年度の中途採用者を含む）は
50 人。
⛋吉田康人氏を参事に任命

　民間と行政、双方の経験を生かし、舞鶴市
の行財政や人事の仕組みを抜本的に見直し、
より良い市役所づくりを強力に進めます。

▶詳しくは、市ホームページに掲載してい
ます。右コードからアクセス可。

▶産業振興部
⛋商工・観光振興課を新設

　地域経済のさらなる活性化を目指し、商工部門
と観光部門が連携し、令和 8 年度から策定に取り
組む「観光振興ビジョン」の実効性を高め、戦略
的な施策展開を推進します。

⛋みなと・産業振興課を新設
　みなと振興と企業誘致施策を緊密に連携させ、
強化が進む京都舞鶴港の持つ潜在能力を最大限に
引き出すことで産業の発展を推進します。

▶教育振興部
⛋学びの環境デザイン担当課長を配置

　子ども達の成長に望ましい教育環境の構築に向
け、学校再編を含む多角的な検討を推進します。
変化する社会の中で、子ども達の未来にとって最
適かつ持続可能な教育環境をデザインします。

⛋学校教育課に「学校生活相談係」を新設
　教育支援センター「明

あ し た ば

日葉」内に設置している
「いじめ相談室」の機能を拡充・強化し、課題を

抱える児童生徒や、児童生徒を支える学校現場を
包括的に支援することで、より一層子ども達の心
に寄り添った伴走支援を行います。

▶生涯学習部
⛋文化・国際課を新設

　文化振興業務と国際交流業務の連携を強化し、
これまで育んできた中央アジアとの結びつきを生
かした歴史文化交流などの幅広い交流への発展を
推進します。

⛋歴史文化まちづくり課を新設
　近代化遺産などの歴史や文化、資源を次世代へ
継承する取り組みを着実に推進し、重要文化財で
ある赤れんが倉庫群の整備や伝統的建造物群保存
地区の整備などの取り組みを推進します。

⛋舞鶴引揚記念館を編入
　新設する文化・国際課や歴史文化まちづくり課
との連携を強化し、引き揚げの史実の次世代への
継承をより確実に推進します。

⛋スポーツ振興課にまいかつ担当課長を配置
　地域クラブ活動「まいかつ」の本格始動へ向け、
参加する生徒や保護者、地域の指導者と円滑に連
携し、部活動の地域展開を推進します。

▶市民環境部
⛋市民協働推進課に「女性活躍・多様性共生推

進係」を新設
　男女共同参画の取り組みをさらに発展させ、女
性がより一層輝き活躍できる社会の実現と、外国
人をはじめとする多様な人材が地域で安心して暮
らすことのできるまちづくりを推進します。

人事異動
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山
に
囲
ま
れ
た
舞
鶴
市
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
生
動
物
が

生
息
し
て
い
ま
す
。近
年
で
は
、

山
や
森
だ
け
で
な
く
、
町
の
近

く
に
も
姿
を
現
す
こ
と
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
人
間
と
動

物
の
距
離
が
近
づ
き
、
被
害
が

発
生
す
る
の
か
。
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　《
農
林
課
》

　
背
景
に
は
「
山
と
人
の
関
係

の
変
化
」が
あ
り
ま
す
。か
つ
て
、

山
を
管
理
し
た
担
い
手
が
不
足

し
、山
は
荒
廃
し
て
い
き
ま
し
た
。

一
方
で
動
物
の
数
は
増
加
し
、
餌

と
な
る
植
物
が
減
少
し
た
結
果
、

動
物
が
、
餌
な
ど
を
求
め
、
山

裾
や
町
中
へ
移
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
里
近
く
の
耕
作
放
棄

地
の
草
む
ら
は
、
動
物
た
ち
の

絶
好
の
隠
れ
場
所
や
通
り
道
に

姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
人
目
を
気
に
せ
ず
山
や
森

か
ら
離
れ
た
場
所
ま
で
移
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
住

宅
街
へ
の
出
没
や
車
両
と
の
衝

突
事
故
が
増
加
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
動
物
の
出
没
を
抑
え
、
安
全

な
暮
ら
し
を
守
る
に
は
、
市
が

推
進
す
る
鳥
獣
害
対
策
と
市
民

の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
る
地
域
を

守
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
住
宅
地
の
近
く
に
あ
る
茂
み

の
草
木
を
刈
り
、
見
通
し
を
良

く
し
ま
し
ょ
う
。
隠
れ
場
所
を

な
く
し
、
動
物
に
と
っ
て
「
居

心
地
の
悪
い
場
所
」
に
変
え
る

こ
と
が
、
市
街
地
へ
の
侵
入
を

防
ぐ
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
庭
先
の
カ
キ
な
ど
の
放
置
果

実
や
生
ご
み
は
、
動
物
を
町
へ

呼
び
寄
せ
る
「
餌
」
と
な
り
ま

す
。「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
餌
が

あ
る
」
と
学
習
し
た
動
物
は
、

繰
り
返
し
現
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
地
域
全
体
で
「
こ
こ
に

は
食
べ
物
が
な
い
、
寄
る
価
値

の
な
い
場
所
だ
」
と
動
物
に
認

識
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
カ
キ
な
ど
の
果
実
は
、
春
先

の
実
が
小
さ
い
う
ち
に
食
べ
な

い
分
を
摘
み
取
る
こ
と
も
対
策

に
な
り
ま
す
。

　
日
中
に
現
れ
る
サ
ル
に
は

「
追
い
払
い
」
と
「
戸
締
ま
り
」

が
必
要
で
す
。
サ
ル
は
無
施
錠

の
扉
や
２
階
か
ら
も
侵
入
し
ま

す
。確
実
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

花
火
な
ど
を
使
い
「
こ
こ
は
怖

い
場
所
だ
」
と
認
識
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
市
で
は
追
い
払
い
の

効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
自
治

会
向
け
に
花
火
の
支
給
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
野
生
動
物
と
私
た
ち
は
同
じ

場
所
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
私
た
ち
の
命
や
財
産

な
ど
は
、
自
助
・
共
助
で
守
り

抜
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
舞
鶴
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
へ

の
対
策
や
、
地
域
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
補
助
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
支
援
の
内
容
や
、

具
体
的
な
対
策
事
例
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

エサを探して、田んぼのあぜや水路を掘り返
します。

非常に鼻が利き、果物
や木の実などを狙い、
町へ下りてきます。

知能が高く、一度「餌がある」と覚えると繰り
返し、同じ場所に現れます。威嚇するため、子
どもや高齢者はより注意が必要です。

アライグマやカラス、ハクビシンが、庭を荒らした
り、屋根裏へ侵入したりすることによる生活環境
被害が発生しています。

ニホン
ザル

農作物や墓地の仏花
などを広範囲に食べ
尽くします。自動車
や鉄道との事故も近
年多発しています。

ニホンジカ

その他の

動物

ツキノワ
グマ

イノ
シシ

野
生
動
物
と
の
境
界
線
を
考
え
る

野
生
動
物
と
の
境
界
線
を
考
え
る

舞鶴市に生息する野生動物たち

　特に被害の大きいシカとイノシシは、重点的に捕獲して
います。舞鶴東・舞鶴西・加佐支部の猟友会と協力し、
令和7年度は2,596頭を捕獲、人の生活圏へ侵入する鳥獣
の駆除に取り組んでいます。また、地域での被害や要望が
ある場合はニホンザル、ツキノワグマの捕獲も行っていま
す。

　農地への侵入を防ぐため、毎年10㌔以上の防護柵を設
置し、昨年度は20㌔もの設置となりました。鳥獣害による
農業の衰退は、単なる産業の問題にとどまりません。農村
の荒廃は、動物の勢力圏を市街地へさらに拡大させること
になり、農村を守ることは市内全域の安全な暮らしを守る
ことにつながります。

舞鶴市が取り組む鳥獣対策

春先はクマの活動が活発に！
春先は、親グマが子グマを連れて活動すること
が増えます。人間を警戒しながら行動している
ため、十分注意してください。対策方法は市ホー
ムページに掲載しています。右コードか
らアクセス可。

地
域
で
で
き
る
取
り
組
み

地
域
と
行
政
が
一
緒
に

隠
れ
る
場
所
を
な
く
す

知能が高い

市内最多の農作物被害 シカに次ぐ被害

鋭い嗅覚

生活圏の隙を狙う
動物たち

鳥獣の捕獲 防護柵の設置

放置しているカキは野生動物の餌に

な
ぜ
町
へ
現
れ
る
の
か

餌
が
な
い
状
況
を
つ
く
る

地
域
に
居
着
か
せ
な
い

農作物や生活環境を守るため「防除」と「捕獲」の両面から対策を強化しています。

1日あたり約12頭(※)

令和７年度の有害鳥獣
捕獲実績数 2,596頭

茂みの中を移動するシカ

※有害鳥獣の捕獲期間である4月～
10月に捕獲した数

おりの貸与も実施 農地を守る防護柵 設置方法の指導
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催
し

赤
れ
ん
が
博
物
館 
昭
和
１
０
０
年
記

念
企
画
展「
煉れ

ん
が瓦

の
記
憶
ー
昭
和
を

生
き
た
舞
鶴
煉
瓦
の
物
語
り
」

時
５
月
６
日
㈷
ま
で
、９
時
～
17
時（
入

館
は
16
時
30
分
ま
で
）内
昭
和
期
の
舞

鶴
に
お
け
る
れ
ん
が
建
造
物
の
変
遷
に

つ
い
て
の
展
示
料
４
０
０
円（
学
生
１
５

０
円
、市
内
在
住
・
在
学
の
人
は
無
料
）

問
同
館（
☎
66
・
１
０
９
５
）

ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム（
☎
68
・
０
２
３
３
）

●
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
作
り
体
験

時
４
月
11
日
㈯
10
時
～
12
時
定
先
着
20

組（
１
組
４
人
ま
で
）料
１
組
１
，０
０
０

円
他
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
申
前
日
ま
で
に

電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

●
ピ
ザ
作
り
体
験

時
４
月
25
日
㈯
、５
月
２
日
㈯
11
時
～
12

時
内
同
フ
ァ
ー
ム
の
畑
で
採
れ
た
野
菜
を

使
っ
て
ピ
ザ
を
作
る
定
先
着
15
組
料
１
枚

１
，６
５
０
円
申
４
月
19
日
㈰
ま
で
に
電

話
か
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

●
野
菜
の
学
校「
ト
マ
ト
植
え
付
け
」

時
４
月
25
日
13
時
～
15
時
内
畑
マ
イ
ス

略語の見方　時＝日時　　場＝場所・会場　　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし、持参物　申 不要

タ
ー
の
講
座
と
植
え
付
け
定
先
着
10
組

申
４
月
18
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
で
。
下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

●
寄
せ
植
え
体
験

時
５
月
９
日
㈯
10
時
～
12
時
内
母
の
日

に
贈
る
寄
せ
植
え
を
作
る
定
先
着
20
組

（
１
組
４
人
ま
で
）料
１
組
３
，５
０
０

円
申
５
月
７
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

西
図
書
館（
☎
75
・
５
４
０
６
）

●
推
し
を
語
る
会

時
４
月
11
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分

内
好
き
な
本
を
持
ち
寄
っ
て
紹
介
す
る

●
放
課
後
と
し
ょ
か
ん

時
４
月
21
日
㈫
17
時
～
18
時

内
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
な
ど
の
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ

《
共
通
》対
中
学
・
高
校
生

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

時
４
月
12
日
㈰
13
時
～
16
時

場
中
総
合
会
館
内
茶
席
や
年
金
、健
康
、

聞
こ
え
の
相
談
な
ど
問
全
日
本
年
金
者

組
合
舞
鶴
支
部
の
竹
内
さ
ん（
☎
０
９
０

・
１
２
２
１
・８
７
５
６
）

赤
れ
ん
が
バ
ザ
ー
ル

時
４
月
12
日
㈰
10
時
～
15
時

場
赤
れ
ん
が
４
・５
号
棟

内
手
作
り
雑
貨
や
食
品
の
販
売
、体
験

コ
ー
ナ
ー
の
あ
る
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト

問
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク（
☎
66
・
１
０
９
６
）

Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
77
・
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
開
局
10
周
年
記
念

「
海
の
京
都 

舞
鶴
7な

な

こ

7
5
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
」

～
舞
鶴
の
こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
～

時
４
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
８
時
30
分
～

16
時（
19
日
は
９
時
～
17
時
）

場
西
市
民
プ
ラ
ザ
内
海
上
自
衛
隊
舞
鶴

音
楽
隊
や
舞
鶴
こ
ど
も
コ
ー
ラ
ス
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
の
他
、物
販
・
飲
食
ブ

ー
ス
や
同
局
の
公
開
生
放
送
な
ど

問
同
局（
☎
77
・
０
１
２
０
）

郷
土
資
料
館
で「
舞
鶴
ふ
る
さ
と
発
見
」

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

時
４
月
19
日
㈰
13
時
30
分
～
14
時
30
分

内
志
高
遺
跡
縄
文
土
器
に
つ
い
て
の
展

示
解
説

申
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
75
・

８
８
３
６
）へ
。

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
４
月
24
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

場
コ
コ
・
ガ
ー
デ
ン（
田
中
町
）

内
講
座「
知
っ
て
得
す
る『
認
知
症
を
支

え
る
小
規
模
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
』」や
参

加
者
同
士
の
交
流
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

お
知
ら
せ

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

加
佐
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

（
☎
83
・
０
０
３
６
）

●
加
佐
さ
つ
ま
い
も
塾
in
小
俣
農
園

時
５
月
６
日
㈷
14
時
か
ら
場
小
俣
集
会

所
集
合
内
さ
つ
ま
い
も
を
苗
植
え
し
て

８
月
に
草
引
き
、９
月
に
収
穫
予
定

定
15
組（
多
数
の
場
合
抽
選
）料
１
組
５
，

０
０
０
円
申
４
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

●
も
ち
米
づ
く
り
の
会
in
小
俣
農
園

時
５
月
10
日
㈰
10
時
か
ら
、14
時
か
ら

場
小
俣
集
会
所
集
合
内
も
ち
米
の
苗
を

手
植
え
し
、９
月
ご
ろ
に
刈
り
取
り
・
脱

穀
・
も
み
す
り
を
体
験
。
餅
つ
き
や
し

め
縄
作
り
も
実
施
定
12
組（
多
数
の
場
合

抽
選
）料
１
組
６
，０
０
０
円（
も
ち
米
付

き
）申
４
月
15
日
ま
で
に
電
話
で
。

●
西
方
寺
平
棚
田
オ
ー
ナ
ー
の
募
集

時
５
月
31
日
㈰
10
時
30
分
か
ら

内
田
植
え
や
草
刈
り
、稲
刈
り
を
体
験
。

秋
に
は
収
穫
祭
も
実
施
定
10
組
程
度（
多

数
の
場
合
抽
選
）料
年
間
４
０
，０
０
０

円（
約
１
０
０
平
方
㍍
）申
５
月
８
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
西
方
寺
平
棚
田
オ
ー
ナ

ー
の
会
の
泉
さ
ん（
☎
83
・
０
２
３
５
）へ
。

旅
す
る
蝶ち

ょ
う「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」観
察
会

時
５
月
23
日
㈯
９
時
～
11
時（
雨
天
中

止
）場
神
崎
浜
海
水
浴
場
内
渡
り
蝶
の

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
観
察
。
マ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
自
然
に
放
つ
定
先
着
30
人

申
５
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
加
佐
公

民
館（
☎
83
・
０
０
３
６
）へ
。

春
の
森
林
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

時
４
月
24
日
㈮
、５
月
28
日
㈭
９
時
10

分
～
10
時
場
青
葉
山
ろ
く
公
園

内
屋
外
で
ヨ
ガ
体
験

料
１
回
１
，０
０
０
円
他
こ
の
他
イ
ベ

ン
ト
情
報
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。
下
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可

問
同
園（
☎
62
・
２
３
３
９
）

人
権
の
花
運
動 

作
品
展
示

時
４
月
25
日
㈯
～
５
月
６
日
㈷

場
中
総
合
会
館
内
志
楽
・
中
筋
小
学
校
、

朝
来
・
聖
母
幼
稚
園
の
児
童
、園
児
が

描
い
た
作
品
を
展
示

問
人
権
啓
発
推
進
課（
☎
66
・
１
０
２
２
）

海
の
京
都
舞
鶴
7な
な

こ

7
5
バ
ザ
ー
ル

時
４
月
26
日
㈰
10
時
～
15
時
場
西
市
民

プ
ラ
ザ
内
手
作
り
雑
貨
や
菓
子
・
野
菜

な
ど
の
販
売

問
西
市
民
プ
ラ
ザ（
☎
77
・
０
０
８
６
）

亀
井
久
代「
絵
画
展
」

時
５
月
１
日
㈮
～
26
日
㈫
10
時
～
16
時

場
サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

問
同
サ
ロ
ン（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・

９
５
４
６
）

京
都
府
警
察
音
楽
隊「
赤
れ
ん
が
コ

ン
サ
ー
ト
」

時
５
月
１
日
㈮
11
時
15
分
～
11
時
45
分

場
赤
れ
ん
が
５
号
棟
前
芝
生
広
場（
雨

天
中
止
）内
同
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
と

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
演
技
の
披
露

問
生
活
支
援
相
談
課（
☎
66
・
５
０
０
１
）

憧
れ
の「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
」

を
弾
い
て
み
よ
う

時
５
月
２
日
㈯
～
６
日
㈷
９
時
～
19
時

場
総
合
文
化
会
館
対
ピ
ア
ノ
歴
１
年
以

上（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
先
着
50
枠

料
１
枠（
１
時
間
）１
，０
０
０
円

申
４
月
11
日
㈯
か
ら
電
話
で
同
館（
☎

64
・
０
８
８
０
）へ
。

施設の
休館日

▶田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）／毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
▶総合文化会館、陶芸館／毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　
▶文化公園体育館／第２木曜日　▶東体育館／第３木曜日
▶中公民館／第４月曜日　▶まなびあむ、西・南・加佐公民館、大浦・城南会館／毎週月曜日
▶東図書館／毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
▶西図書館／毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

▶各施設の場所など
はこちらから確認
を。右コード
からアクセ
ス可。

NHK 全国番組 公開収録
「新・BS日本のうた」観覧者募集
時 6 月 4 日㈭ 18 時 30 分～ 20 時 30 分
場 総合文化会館
内 出演者は大江裕、キム・ヨンジャ、坂本冬美、純烈、
田川寿美、はやぶさ、羽山みずき、堀内春菜、向井浩二、
山内惠介（五十音順、敬称略）
申 4 月30日㈭までに NHKサイトで。詳しくは市ホームペー
ジで確認を。右コードからアクセス可。
問 同館（☎ 64・0880）

16
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Wind of Maizuru
毎週木曜日、9時35分～9時45分
舞鶴のイベント情報などを紹介

お役立ち情報やイベント情報などを
広報番組「パブリックラインまいづる」などで
お知らせ

市の広報番組

10
時
～
11
時
50
分（
水
曜
日
は
11
時
30

分
ま
で
）場
西
市
民
プ
ラ
ザ
内
足
腰
の

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
関
節
の
可
動
域

を
広
げ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
。
座
っ
た

ま
ま
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
も
実
施

定
先
着
各
30
人
料
１
回
５
０
０
円

申
各
開
催
日
の
当
日
ま
で
に
申
込
書（
同

プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
）を
同
プ
ラ
ザ（
☎

77
・
０
０
８
６
）の
窓
口
へ
。

糖
尿
病
教
室

時
４
月
15
日
㈬
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
舞
鶴
赤
十
字
病
院

内
医
師
に
よ
る
糖
尿
病
に
関
す
る
講
演

問
同
院（
☎
75
・
１
９
２
０
）

陶
芸
館（
☎
・
ＦＡＸ
64
・
3
2
6
3
）

●
第
３
土
曜
日
は
ろ
く
ろ
体
験
の
日

時
４
月
18
日
㈯
９
時
30
分
～
10
時
30
分
、

11
時
～
12
時
、
14
時
～
15
時
定
先
着
各

５
人
料
１
，４
０
０
円
か
ら（
中
学
生
以

下
１
，１
０
０
円
か
ら
）申
４
月
11
日
㈯

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

●
小
鉢
を
つ
く
ろ
う

時
４
月
25
日
㈯
10
時
～
12
時

内
か
き
落
と
し
に
よ
る
作
陶
体
験

定
15
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
２
，２
０
０
円（
中
学
生
以
下
１
，６
０

０
円
）申
４
月
14
日
㈫
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
。

●
ろ
く
ろ
初
級
講
座

時
５
月
10
日
～
７
月
19
日
の
日
曜
日
に

計
５
回
、14
時
～
16
時

定
５
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
８
，０
０
０
円（
材
料
代
は
別
途
）

申
５
月
２
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
。

●
手
び
ね
り
初
級
講
座

時
５
月
13
日
～
７
月
29
日
の
水
曜
日
に

計
６
回
、14
時
～
16
時
定
15
人（
多
数
の

場
合
抽
選
）料
１
０
，０
０
０
円
申
５
月

２
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

現
場
が
求
め
る
ス
キ
ル
を
習
得　
　

即
戦
力
パ
ソ
コ
ン
教
室

時
４
月
20
日
㈪
・
27
日
㈪
９
時
30
分
～

12
時
場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

内
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
就
業
に

必
要
な
ス
キ
ル
な
ど
を
学
ぶ

対
就
職
を
考
え
て
い
る
人
定
先
着
15
人

料
４
，０
０
０
円（
再
受
講
者
は
２
，０
０

０
円
）他
託
児
あ
り（
無
料
）

申
４
月
16
日
㈭（
託
児
は
４
月
13
日
㈪
）

ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
同
セ
ン

タ
ー（
☎
64
・
６
８
０
０
）へ
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

時
４
月
21
日
㈫
18
時
～
21
時
場
東
消
防

署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
定
先
着
20
人

申
４
月
18
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
で
同
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）

へ
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

可
。

身
体
障
害
者
交
流
運
動
会

時
６
月
14
日
㈰
10
時
～
15
時
30
分

場
文
化
公
園
体
育
館
内
パ
ン
食
い
競
争

や
玉
入
れ
な
ど
の
競
技
を
通
じ
て
、参

加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る

対
市
内
在
住
の
障
害
者
と
そ
の
家
族

定
先
着
３
０
０
人

申
５
月
８
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
身
障
セ
ン
タ
ー（
☎
63
・
３
０
０
８
、

ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）へ
。

教
室

西
公
民
館（
☎
75
・
６
５
０
１
）

●
は
じ
め
て
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

時
来
年
３
月
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
10

時
～
11
時
内
基
本
的
な
呼
吸
法
や
ス
ト

レ
ッ
チ
、エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、ヨ
ガ
な
ど

対
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
初
心
者

料
１
回
５
０
０
円

●
健
や
か
料
理
教
室

時
５
月
～
11
月（
８
月
を
除
く
）の
毎
月

第
４
水
曜
日（
10
月
は
第
３
水
曜
日
）、

10
時
～
12
時
30
分

内
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
健
康
的
な
食
事

を
作
る
対

50
歳
以
上
定
先
着
15
人

料
１
回
１
，０
０
０
円（
材
料
代
）

申
４
月
30
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

健
康
体
操
教
室（
ワ
ン
コ
イ
ン
体
操
）

時
４
月
～
来
年
３
月
の
火
・
水
曜
日
、

【
有
料
広
告
】

募
集

図
書
館
中
高
生
サ
ポ
ー
タ
ー

　

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
や
本
の
紹

介
な
ど
、図
書
館
を
盛
り
上
げ
る
サ
ポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す（
随
時
募
集
中
）。

初
回
の
活
動
は
５
月
31
日
㈰
か
ら
。

対
市
内
在
住
・
在
学
の
学
生（
小
学
生

を
除
く
）申
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
電

話
で
西
図
書
館（
☎
75・
５
４
０

６
）へ
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

時
４
月
30
日
㈭
ま
で
の
平
日
と
12
日
㈰

８
時
30
分
～
16
時
30
分（
12
日
は
13
時

か
ら
）場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
家
具
な
ど
約
１
５
０
点
の
展
示
予
定

申
同
プ
ラ
ザ
備
え
付
け
の
用
紙
で（
１

世
帯
１
点
。
多
数
の
場
合
抽
選
）。

問
同
プ
ラ
ザ（
☎
64
・
７
２
２
２
）

自
衛
官
な
ど

　

幹
部
候
補
生（
一
般
、歯
科
・
薬
剤
科
）、

幹
部
候
補
曹
、医
科
・
歯
科
幹
部
、キ
ャ

リ
ア
採
用
幹
部
、技
術
曹（
陸
・
海
・
空
）、

一
般
曹
候
補
生
、２
等
陸
・
海
・
空
士（
任

期
制
自
衛
官
）を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
舞
鶴
地
域
事
務

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

在
勤
の
16
歳
以
上（
高
校
生
は
保
護
者

の
同
意
が
必
要
）定
10
人（
多
数
の
場
合

抽
選
）料
１
，５
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
４
月
23
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課（
☎
66
・

１
０
３
３
、ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）へ
。

薬
膳
料
理
教
室

時
５
月
26
日
㈫
・
28
日
㈭
９
時
30
分
～

12
時
場
西
総
合
会
館（
28
日
は
ま
な
び
あ

む
）内
梅
雨
の
時
期
の
体
調
不
良
を
や

さ
し
く
ケ
ア
す
る
薬
膳
料
理
を
作
る

定
先
着
各
16
人

料
１
，２
０
０
円（
材
料
代
）

申
４
月
11
日
㈯
～
５
月
20
日
㈬
に
電
話

で
西
公
民
館（
☎
75
・
６
５
０
１
、28
日

は
ま
な
び
あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
））へ
。

手
話
入
門
講
座「
聴
覚
障
害
者
の
言

語
で
あ
る
手
話
を
学
ぶ
」

時
５
月
15
日
㈮
～
８
月
21
日
㈮
に
計
14

回
、19
時
～
21
時
場
中
総
合
会
館

内
手
話
の
実
技
と
講
義
対
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
の
16
歳
以
上（
高
校
生
は

保
護
者
の
同
意
が
必
要
）定
先
着
20
人

料
４
，２
９
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
４
月
22
日
㈬
ま
で
に
メ
ー
ル
で
聴
言

セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
３
９
１
１
、ＦＡＸ
64
・
３

９
１
２
）へ
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

時
５
月
16
日
～
10
月
３
日
の
第
１
・
３

土
曜
日
に
計
10
回
、９
時
30
分
～
12
時

場
身
障
セ
ン
タ
ー
対
市
内
在
住
・
在
学
・

市民大運動会＆体力測定会

時 5 月 30 日㈯ 9 時 30 分～ 15 時
場 文化公園体育館 内 玉入れや大縄、綱引
き、リレーなど、4 チームに分かれて運動
会の定番種目を実施（チームはランダム
に振り分け）。体力測定などのコーナーも
同時開催 対 市内在住・在勤の小学生以上 
定 先着 300 人 料 1 人 200 円 申 5 月 11
日㈪までに申し込みフォームでスポーツ
振興課（☎ 66・1058）へ。詳し
くは市ホームページで確認を。右
コードからアクセス可。

問
同
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

由
良
川
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　

由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄
な
ど
、

日
常
生
活
で
気
付
い
た
情
報
の
提
供
を

行
う
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
。

対
由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳
以
上
定
６
人

（
選
考
委
員
会
で
選
考
）他
任
期
は
７
月
１

日
㈬
～
来
年
６
月
30
日
㈬
申
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
５
月
22
日
㈮
ま
で
に

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
福
知
山
河
川
国
道
事

務
所（
☎
０
７
７
３
・
22
・
５
１
０
４
、ＦＡＸ

０
７
７
３
・
23
・
６
７
４
１
）へ
。

そ
の
他

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

４
月
６
日
㈪
～
15
日
㈬
は「
京
の
春 

止
ま
っ
て
ゆ
ず
っ
て 

笑
顔
咲
く
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、安
全
な
ま
ち
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
重
点
】❖
通
学
路
・
生
活
道
路
に

お
け
る
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保
❖「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」の

根
絶
や
歩
行
者
優
先
な
ど
の
安
全
運
転

意
識
の
向
上
❖
自
転
車
・
特
定
小
型
原

動
機
付
き
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理

解
・
順
守
の
徹
底

　
　
　
　
　
　

 《
市
交
通
対
策
協
議
会
》
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場所：京都舞鶴港西港第3ふ頭、大野辺緑地周辺

175

京都舞鶴港（西港）

第４ふ頭 第3ふ頭

西消防署
舞鶴港
とれとれセンター

舞鶴公共
職業安定所コンビニ

舞鶴21

コンビニGS

交通規制実施区間

【交通規制実施時間帯】
 4 月26日㈰  8 時～21 時

交 通 規 制

京都府内の小学生は、26日の本公演の入場料が無
料（事前申し込みが必要）。チケットの種類や購入
方法など、詳しくはホームページで確認
を。右コードからアクセス可。

チケット

日時：4月26日㈰ 11時開演（9時30分開場）

　イベント開催当日は、京都舞鶴港西港第3ふ頭と大
野辺緑地周辺で混雑が予想されます。来場する際は、
徒歩や自転車、公共交通機関をご利用ください。
　また、開催中は、会場周辺の混雑や、イベントに
伴う音響などによりご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

21

子育て（小学生以下のイベント）

子育てイベント4

このほか、子育てに関する催しがありま
す。詳しくは、アプリ「まいココ」
で確認を。右コードからアクセス
可。

月

西図書館（☎75・5406）
東図書館（☎62・0190）
●春のおたのしみ会
時 5月9日㈯❖東図書館…10時30分～11時30分
❖西図書館…14時～15時
内 人形劇やパネルシアターなど 
対 小学生以下
申 4月11日㈯～前日に電話かアプリ「まいココ」で。
●子ども読書週間行事「いちにち工作の日」
時 ❖東図書館…5月9日10時～17時
❖西図書館…5月10日㈰10時～17時
内 自由に工作をして遊ぶ

あそびあむ （☎65・5050）
●あそびあむ春の特別企画
　「¿ ？？？～はてなハテナ～」
時 4月24日㈮～5月6日
㈷9時30分～17時 
内 触ってみたりのぞい
てみたり不思議な「は
てな」の世界で遊ぶ。詳
しくは市ホームページで
確認を。右コー
ドからアクセス可。

●0歳プログラム～えほんとあそぶ～
時 5月20日㈬10時30分～11時 
対 0歳児とその保護者 定 先着10組
申 5月1日㈮～19日㈫にアプリ「まいココ」で予約。
●1歳プログラム～ふくろとあそぶ～
時 5月27日㈬10時30分
～11時 
対 1歳児とその保護者 
定 先着10組
申 5月1日～26日㈫にア
プリ「まいココ」で予約。

「からすのパンやさん」みたいに親子でパンを
作ろう
時 5月23日㈯10時30分～13時
場 中総合会館 内 絵本「からすのパンやさん」の
読み聞かせと、親子でパンを作る 
対 市内在住の小学1～4年生とその保護者 
定 10組（多数の場合抽選） 
料 1組1，000円（材料代）
申 4月20日㈪までに電話か窓口、申し込みフォー
ムで中公民館（☎62・0400）へ。右コー
ドからアクセス可。

子育て支援基幹ひろば
（中総合会館内、☎62・0103）

●あかちゃんひろば（4月17日㈮）
●ひよこひろば（5月18日㈪・25日㈪・28日㈭）

東・西図書館共通
●赤ちゃんおはなし会（西…4月15日㈬、東…5

月5日㈷）
●えほんのじかん（東…4月25日㈯、西…

5月2日㈯）
東図書館　● 読書会（5月2日）

赤ちゃんおはなし会 えほんのじかん

あかちゃんひろば ひよこひろば



毎週日曜日　9：00～12：00／13：00～17：00
（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）

舞鶴市休日急病診療所
（舞鶴医療センター敷地内）　☎63・4970

4/11㈯ 開業医の診療終了後
4/12㈰ 8：30から
4/25㈯ 開業医の診療終了後
4/26㈰ 8：30から
5/4㈷ 8：30から
5/9㈯ 開業医の診療終了後
5/10㈰ 8：30から

4/18㈯ 開業医の診療終了後
4/19㈰ 8：30から
4/29㈷ 8：30から
5/6㈷ 8：30から

5/2㈯ 開業医の診療終了後
5/3㈷ 8：30から
5/5㈷ 8：30から

舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴医療センター  ☎62・2680

4/12㈰・26㈰、5/4㈷・10㈰
9：00〜18：00

（受け付けは17：30まで）

4/19㈰・29㈷、5/6㈷
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

5/3㈷・5㈷
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）
舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴医療センター  ☎62・2680

休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）

休日の小児科一次診療

土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

※できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症など緊急を要しない場合には、できる限り平日の
診療時間内に「かかりつけ医」での受診を

■小児科…西村医院（浜、☎63・5456）
■内科系…うすいハートクリニック（引土、☎77・5277）、かめい内科クリニック（南浜町、☎77・8680）　　
　　　　　鳥井医院（倉谷、☎75・3111）、肥後内科医院（浜、☎62・0359）

※まずは電話で事前に症状などをお伝えください

※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを

休
日
診
療

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー 

　
■
■
相
談
会

休日に開局している処方せん対応薬局
開局時間 9：00～17：00　

休日・土曜日の水道修理

4/12㈰、5/4㈷ まいづる薬局本店
（桃山町、☎66・3311）

4/26㈰、5/10㈰ フラワー薬局舞鶴店
（浜、☎65・2277）

5/3㈷、5/5㈷ まいづる薬局国立前
（倉梯町、☎65・1188）

舞鶴市管工事協同組合（☎080・3770・6767、
営業時間：8：00～17：00）

4/15㈬ 9：30～11：30 西総合会館
13：30～15：45 京都府漁業協同組合

4/25㈯ 9：30～11：30 ジュンテンドー
西舞鶴モール13：00～15：30

4/26㈰、5/9㈯ 9：30～11：30 らぽーる
西側広場13：00～15：30

無
料

納期…4/30㈭ 固定資産税1期

※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

舞鶴市休日急病診療所の内科一次救急診療

4
月
11
日
～
5
月
13
日

献血の日程

連休中のごみの収集 可燃・不燃ごみの収集は10㌻で確認を

内　　容 日　　時 場　所 問い合わせ・その他

仕
事

ひとり親家庭就労相談 4/14㈫・28㈫ 10：00～16：00 市役所別館 府ひとり親家庭自立支援センター
☎0773・23・2771

看護職・看護補助者（資格不要）就業相談 4/15㈬ 13：30～15：00 ハローワーク
舞鶴

府北部看護職支援センター
☎0772・46・9002

就職個別相談 4/15㈬・22㈬ 10：00～16：00

ジョブ・サポート
まいづる

ジョブ・サポート
まいづる
☎63・0810

若者サポートステーション出張相談 4/16㈭・23㈭・30㈭ 10：30～15：30

ひとり親家庭自立支援センター巡回相談 4/20㈪ 10：00～16：00

就労準備支援個別相談 4/24㈮ 10：00～16：00

教
育 定例教育委員会 4/28㈫ 14：00から 市役所別館 教育総務課　☎66・1070

福
祉

高齢者・障害者権利擁護相談
（財産管理・遺言・成年後見制度など） 4/15㈬ 13：00から 市役所別館 高齢者支援課　☎66・1012

若年性認知症個別相談 平日   9：00～16：30 オンライン
（市役所でも可） 高齢者支援課　☎66・1018

行
政
・
法
律

行政相談 4/14㈫ 14：00～15：30 市役所本館

生活支援相談課　☎66・1006

【弁護士心配ごと法律相談のみ
ネット予約可】
4/14㈫までに右コード
からアクセス可

弁護士心配ごと法律相談 4/17㈮ 13：00から 西総合会館

公証人相談 4/21㈫ 13：30～15：30

市役所本館
土地家屋調査士相談 4/21㈫ 13：30～15：30

司法書士法律相談 5/7㈭ 13：30～16：30

税理士相談 5/13㈬   9：00～12：00

弁護士府民法律相談 4/20㈪ 13：30から 中丹広域振興局 中丹広域振興局　☎62・2500

人
権

人権なんでもお気軽相談 （電話も可） 4/13㈪・20㈪・27㈪、
5/7㈭ 10：00～13：30 法務局舞鶴支局

法務局舞鶴支局　☎76・0858
特設人権相談 5/7㈭ 13：30～16：30 中丹広域振興局

女性のためのカウンセリング 4/17㈮ 13：30～16：20
市役所本館 女性のための相談室

☎65・0056
女性のための相談室 平日   9：00～16：00

健
康 聞こえの相談 4/23㈭ 13：00～16：00 中総合会館 聴言センター

☎64・3911、℻64・3912
暮
ら
し

ひきこもり支援巡回相談 5/1㈮   9：00～17：00 市役所本館 生活支援相談センター
☎66・5001

4/17㈮までに
申込 〈先着5人〉

申込優先
〈先着12人〉

 リサイクルプラザ
 の休場

4/11㈯・19㈰・25㈯・29㈷、
5/3㈷・9㈯

要申込

4/15㈬9:00〜12：00
申込 〈11人(抽選)〉

要予約 
〈先着3人〉

5/1㈮から申込
 〈先着6人〉

4/15㈬9:00から
申込 〈先着8人〉

申込優先
〈先着3人〉

申込優先
〈先着3人〉
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全
国
大
会
好
成
績
お
め
で
と
う

☆
第
19
回
あ
な
た
が
選
ぶ
日
本
一
お
い

し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
in
庄
内
町

　
（
昨
年
11
月
29
日
、
山
形
県
）

❖
高
校
生
部
門 

優
秀
金
賞
…
秋
山
千
尋

（
綾
部
高
２
年
、
城
南
中
出
身
）、
池
田

直
子（
綾
部
高
２
年
、
白
糸
中
出
身
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
第
36
回
全
国
高
等
専
門
学
校
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

　
（
昨
年
10
月
11
日
・
12
日
、
島
根
県
）

❖
課
題
部
門
…
片
岡
竜
希
、
高
岡
優
羽
、

南
步
汰
、
半
林
駿
典
、
平
野
茂
吉
、
松
崎

伶
音
、
百
武
真
、
森
本
柊
哉（
以
上
、
舞

鶴
高
専
4
年
）、
辻
本
健
斗
、
藤
田
真
輝

（
以
上
、
舞
鶴
高
専
3
年
）

❖
競
技
部
門
…
矢
野
凌
太
郎（
舞
鶴
高
専

4
年
）、
塚
本
樹
、
真
志
取
朔（
以
上
、

舞
鶴
高
専
3
年
）

❖
自
由
部
門
…
河
本
泰
尚
、
坂
田
雄
哉
、

山
田
和
佳
、
若
山
拳
斗
、
渡
邉
閃
太（
以

上
、
舞
鶴
高
専
4
年
）

全
国
大
会
で
好
成
績
・
出
場
者
を
紹
介

☆
第
33
回
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競

技
大
会 

福
島
大
会

　
（
昨
年
10
月
25
日
・
26
日
、
福
島
県
）

❖
谷
口
魁
琉（
府
立
工
業
高
3
年
、
和
田

中
出
身
）

☆
第
14
回
日
本
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
２
５ 

全
国
大
会
グ
ラ
ン
ド
コ
ン

テ
ス
ト

　
（
昨
年
11
月
15
日
、
千
葉
県
）

❖
高
校
生
の
部
…
齋
藤
桃
和（
京
都
共
栄

学
園
高
３
年
、
城
北
中
出
身
）、
田
野
上

那
奈（
京
都
共
栄
学
園
高
３
年
、
城
南
中

出
身
）、
齋
藤
莉
愛
、
三
本
優
明（
以
上
、

京
都
共
栄
学
園
高
１
年
、城
北
中
出
身
）、

村
田
美
月（
京
都
共
栄
学
園
高
１
年
、
白

糸
中
出
身
）

☆
第
55
回
後
藤
杯
卓
球
選
手
権
大
会

　
（
１
月
10
日
・
11
日
、
愛
知
県
）

❖
ホ
ー
プ
ス
男
子（
小
学
６
年
生
以
下
）

…
都
築
海
翔（
中
舞
鶴
小
６
年
）、
山
下

結
生（
倉
梯
第
二
小
６
年
）

❖
ホ
ー
プ
ス
女
子（
小
学
６
年
生
以
下
）

…
川
手
心
遥（
新
舞
鶴
小
６
年
）、
小
畑

陽
菜
乃（
三
笠
小
５
年
）

❖
カ
ブ
男
子（
小
学
４
年
生
以
下
）
…
青
木

稜（
新
舞
鶴
小
４
年
）、
小
畑
生
智（
三
笠
小

２
年
）

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

☆
第
44
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト 

中
央
大
会

　
（
１
月
20
日
）

❖
矢
野
朱
莉（
青
葉
中
３
年
）

☆
第
65
回
大
阪
国
際
招
待
卓
球
選
手
権

大
会

　
（
２
月
13
日
～
15
日
、
大
阪
府
）

❖
カ
デ
ッ
ト
男
子
…
山
下
颯
生（
青
葉
中

２
年
）

❖
ホ
ー
プ
ス
男
子
…
都
築
海
翔（
中
舞
鶴

小
６
年
）、山
下
結
生（
倉
梯
第
二
小
６
年
）

❖
ホ
ー
プ
ス
女
子
…
川
手
心
遥（
新
舞
鶴

小
６
年
）、
小
畑
陽
菜
乃（
三
笠
小
５
年
）

☆
Ｔ
О
Ｋ
Ｙ
О 

О
Ｐ
E
Ｎ
２
０
２
６ 

　

第
78
回
東
京
卓
球
選
手
権
大
会

　
（
２
月
22
日
・
23
日
、
東
京
都
）

❖
カ
ブ
男
子
…
青
木
稜（
新
舞
鶴
小
４
年
）　　
　
　
　

　
（
以
上
、
敬
称
略
。
学
年
は
大
会
当
時
）

　

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
全

国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
広
報
紙

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。希
望
さ
れ
る
人
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

全
国
大
会
出
場
者
な
ど
を

　
　
　
　
　
　

紹
介
し
ま
す

222026広報まいづる4月号



2026

4
発

行
／

舞
鶴

市
（

〒
625-8555 京

都
府

舞
鶴

市
字

北
吸

1044、
☎

62・
2300） ※

☎
…

舞
鶴

市
内

の
電

話
番

号
で

は
市

外
局

番
（

0773）
を

省
略

し
て

い
ま

す
編

集
／

広
報

広
聴

課
（

☎
66・

1041、
FAX

  62・
7951）　

　
基

本
デ

ザ
イ

ン
、

一
部

編
集

、
印

刷
／

株
式

会
社

コ
ザ

イ
印

刷
所

広報まいづる
3 月号

　読者から　
寄せられた声

3月9日時点

今月は「東郷さんの海軍カレールゥ」と舞鶴市に工場のあ
るケンコーマヨネーズ株式会社が製造するノンオイルドレッ
シング、チョキまるのタオルハンカチのセットをプレゼント。

舞鶴に受け継がれてきた海軍カレーと共に、しょうゆベー
スにタマネギの甘味とトリュフのうま味が凝縮されたドレッ
シングをかけたサラダで食卓を彩ってみてはいかがですか。

広報まいづるアンケート
1.「広報まいづる」の内容の満足度は、次の

うちどれですか？
　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
2. 今月の広報まいづるで興味・関心を持った

記事は何ですか？
3. 北陸新幹線舞鶴ルートの誘致に向けたメッ

セージをお願いします。

応募方法
「はがき（〒 625-8555（住所不要）舞鶴市役所

広報広聴課あて）」か「市ホームページ応募フォー
ム（右下コードからアクセス可）」で①アンケート
の回答 ②住所 ③氏名（ふりがな） ④年齢 ⑤電
話番号 ⑥広報紙や市政への意見などを記入し、　　
4 月 24 日㈮ （必着）までに広報広聴課へ。
※応募は 1 人 1 回。当選者はアンケートの

全てに回答があった人の中から抽選で決
定。当選者にのみ通知します

※いただいた感想や意見は、匿名で広報紙
に掲載することがあります

【提供】赤れんが SHOP
　　　（北吸 1039-2 赤れんが 3 号棟内、☎ 66・1035）

あなたの意見や感想を
聞かせてください

アンケートに答えて
プレゼントに応募しよう

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

５人

抽選で〜舞鶴で受け継がれてきた味にそっと添えて〜
海軍カレールゥと薫るトリュフドレッ
シングとチョキまるハンカチのセット

3月号の人気記事
● 1位 … 部活動が変わる！休日は選べる「まいかつ」へ！（112票）
● 2位 … 私たちの「思い」をカタチに～#みんなでつくる舞鶴2040～（37票）
● 3位 … まいづる元気人（31票）
　中学生の休日部活動の地域移行について特集した「まいかつ」の記事
が1位となりました。「若い世代がこれからの自分の未来を見つける良い
きっかけになる」「子ども達のやりたいを後押しし、挑戦できる環境は、子
ども達の可能性が広がる良い活動だと思う」「部活動がどのように変わっ
ていくのかを知ることができて安心した」という変化していく部活動の現
状や「まいかつ」への取り組みに関心を寄せるコメントが多くみられました。
　2位の「#みんなでつくる舞鶴2040」の取り組みを紹介した記事では「自
分たちが考えたことが実現し、未来の舞鶴がさらに良いものになってい
くことを楽しみにしている」「市長と未来を支える子ども達が語り合い、
共に未来を創っていく姿は、希望に満ちていてとても感動した」「2040年
が少子高齢化やインフラの老朽化などの転換期であることが理解できた」
といった意見がありました。

3月号広報アンケート
● この春、卒業や就職などで新生活を始める人へどんなメッセージを贈りた
いですか。 

　「大変なこともあるが、一度きりの人生なので楽しんでほしい」「多くの
仲間に出会って、いろんな経験を通して成長してほしい」「舞鶴を誇りに、
夢に向かって頑張ってください」「舞鶴は温かく迎えてくれるまちです。い
つでも舞鶴で待っています」など、心のこもった温かい応援メッセージが
ありました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《広報広聴課》

（店頭受け取り）

応募件数
266件

フォーム
249件

はがき
17件

30代
（28人）

40代
（36人）

50代
（60人）

60代
（64人）

70代
（45人）

20代
（18人）

10代(3人）

80代（10人）

応募者
年代

90代（2人）
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